
第
６
回 

回
生
園
カ
フ
ェ
の
ご
案
内

　

回
生
園
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
高
齢
者

や
そ
の
家
族
が
、
地
域
の
人
や
医
療
・

介
護
の
専
門
職
と
相
互
に
情
報
を
共
有

し
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
場
で
す
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
、
地
域

の
皆
さ
ま
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

　

10
月
21
日（
日
）　

14
時
～
16
時

【
場
所
】

　

回
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

　

�

茶
話
会
、
介
護
・
健
康
相
談
な
ど

【
参
加
費
】

　

無
料

問
回
生
園

　

☎
０
９
９
‐
４
７
７
‐
０
３
７
２

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

案
内
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
④ 

〈
３
ヶ
月
コ
ー
ス
〉

【
訓
練
実
施
場
所
】

　

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　

〒
８
９
１
‐
２
３
１
１

　

�

鹿
屋
市
白
水
町
２
８
１
番
地

　
（
鹿
屋
体
育
大
学
前
）

　

☎
０
９
９
４
‐
４
６
‐
５
０
８
８

【
特
典
】

　

◦
受
講
料
無
料

　

◦�

公
共
職
業
安
定
所
か
ら
受
講
あ
っ

せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
方

　

◦�

雇
用
保
険
受
給
の
方
は
訓
練
期
間

中
は
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

◦�

雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、『
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
』

ま
た
は『
職
業
訓
練
助
成
金
』が
支

給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
定
員
】　

７
人

【
訓
練
期
間
】

　

平
成
30
年
12
月
４
日（
火
）
～

　

平
成
31
年
２
月
28
日（
木
）

　

�

３
ヶ
月（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
は
休
み
）

　

９
時
～
15
時
50
分

【
応
募
資
格
】

　

�

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期
の
就

職
や
再
就
職
を
目
指
す
方
。

【
募
集
期
間
】

　

10
月
９
日（
火
）
～
11
月
２
日（
金
）

【
願
書
提
出
先
お
よ
び
提
出
書
類
】

　

・
願
書
提
出
先

　
　

→
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

・
提
出
書
類

　

⑴　

入
校
願
書（
校
指
定
の
用
紙
）

　

⑵�　

障
害
を
証
明
す
る
手
帳
な
ど
の

写
し（
精
神
障
害
の
方
は『
主
治

医
の
意
見
書
』の
写
し
も
必
要
）

　

⑶�　

写
真
１
枚（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）を

入
校
願
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

入
校
願
書
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
に
あ
り
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　

面
接　

11
月
12
日（
月
）

　

場
所　

�

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校 

（
鹿
屋
体
育
大
学
前
）

【
合
格
発
表
】

　

11
月
21
日（
水
）※
本
人
宛
通
知

【
入
校
日
】　

12
月
４
日（
火
）

※�

こ
の
委
託
訓
練
の
事
業
実
施
主
体
は
、

国
立
・
県
営　

鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
で
す
。

問
国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者

　

職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
４
‐
４
４
‐
２
２
０
６

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

案
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
② 

〈
３
ヶ
月
コ
ー
ス
〉

【
訓
練
実
施
場
所
】

　

大
隅
地
域
福
祉
事
業
所　

ゆ
ら
お
う

　

〒
８
９
３
‐
０
０
６
２

　

�
鹿
屋
市
新
生
町
20
番
地
５

　
（
オ
ガ
ワ
ビ
ル
１
０
３
号
）

　

☎
０
９
９
４
‐
４
２
‐
７
０
７
７

【
特
典
】

　

◦
受
講
料
無
料

　
　

※�

テ
キ
ス
ト
代
６
９
９
５
円
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

◦�

公
共
職
業
安
定
所
か
ら
受
講
あ
っ

せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
方

　

◦�

雇
用
保
険
受
給
の
方
は
訓
練
期
間

中
は
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

◦�

雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、『
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
』

ま
た
は『
職
業
訓
練
助
成
金
』が
支

給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
定
員
】　

７
人

【
訓
練
期
間
】

　

平
成
30
年
12
月
12
日（
水
）
～

　

平
成
31
年
３
月
８
日（
金
）

　

�

３
ヶ
月（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
は
休
み
）

　

９
時
～
15
時
50
分

【
応
募
資
格
】

　

�

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期
の
就

職
や
再
就
職
を
目
指
す
方
。

【
募
集
期
間
】

　

10
月
18
日（
木
）
～
11
月
８
日（
木
）

【
願
書
提
出
先
お
よ
び
提
出
書
類
】

　

・
願
書
提
出
先

　
　

→
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

・
提
出
書
類

　

⑴　

入
校
願
書（
校
指
定
の
用
紙
）

　

⑵�　

障
害
を
証
明
す
る
手
帳
な
ど
の

写
し（
精
神
障
害
の
方
は『
主
治

医
の
意
見
書
』の
写
し
も
必
要
）

　

⑶�　

写
真
１
枚（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）を

入
校
願
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

入
校
願
書
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
に
あ
り
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　

面
接　

11
月
19
日（
月
）

　

場
所　

��

大
隅
地
域
福
祉
事
業
所 

ゆ
ら
お
う 

（
オ
ガ
ワ
ビ
ル
１
０
３
号
）

【
合
格
発
表
】

　

11
月
30
日（
金
）※
本
人
宛
通
知

【
入
校
日
】　

12
月
12
日（
水
）

※�

こ
の
委
託
訓
練
の
事
業
実
施
主
体
は
、

国
立
・
県
営　

鹿
児
島
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
で
す
。

問
国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者

　

職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
４
‐
４
４
‐
２
２
０
６

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ 

宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
す

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。
今
年
は「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
」が
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。

【
発
売
期
間
】

　

10
月
１
日（
月
）
～
10
月
23
日（
火
）

【
抽
選
日
】

　

10
月
30
日（
火
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

　

当
選
金（
９
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

１
等　

３
億
円
×
９
本

　

前
後
賞　

１
億
円
×
18
本

　

組
違
い
賞　

10
万
円
×
９
９
０
本

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

当
選
金（
４
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

１
等　

３
０
０
０
万
円
×
20
本

　

前
後
賞　

１
０
０
０
万
円
×
40
本

　

組
違
い
賞　

10
万
円
×
９
９
０
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

問
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
市
町
村

　

振
興
協
会

　

☎
０
９
９
‐
２
２
６
‐
１
０
０
１

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ
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